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鳥 

自然観察をしながら野山などを歩く場合、無くてはならない物カ、携帯に便利な大きさのフィー 

ルド用図鑑です。フィールドでは樹、草花、鳥の3種類位は必要で、昆虫、獣などがあればほぼ万全

の備えです。 

1 ，熟練度に応じた図鑑を 
フィールド用図鑑には熟練度により入門

用、一般向け、専門家向けなどがあります。 

入門用とは普通によく見られる種のみ扱った

物で、解説も専門用語を使わない配慮がされ

ています。一般向けとは、特殊な種を除いて

日本で見られるほとんどの物が一通り載って

おり専門用語で書かれ分布図と検索表があり

ます。専門家向けはその分野についての専門

的知識が豊富でなければ使いこなせません。 

2．全国版と地方版 
波照間島から宗谷岬まで南北3000kmに及ぶ

日本では、植物や昆虫の種の数は4桁になり

ます。3桁の鳥とは異なり、とうてい一冊の

フィールド用図鑑では納め切れません。全国

版として刊行されている植物や昆虫のフイー 

ルド用図鑑のほとんどは本州、それも関東や

関西で見られる種を中心とした構成で、それ

らを北海道や沖縄へ持参してもほとんど役立

ちません。そこで必要となるが県単位又は富

士山とか北アルプスなどの地域単位の図鑑で

す。地方版の図鑑には一般的な説明ばかりで

なく、種の地域的な特長が詳しく書かれてあ

り、全国版の図鑑には見られない情報がつま  

表1 図鑑の表現 

絵 写真 

長所 
細部まで表現でき
る。 

生息、生育環境が
わかる。 

短所 
実感が伝わりにく
く、デフオルメさ
れてしまう。 

影や向きで細部ま
でわからない。 

Stepl 	入門用全国版の図鑑。 

Step2 呆讐器鰐鷲鷺（分布図と検 

Step3 	地方版の図鑑。 

Ste叫 専門家向けの図鑑。 

図1 フィールド用図鑑と熟練度 

っています。地方版の図鑑は、地方新聞社、 

大学出版会などから出版されています。大き

な書店や地元の書店にはたいてい置いてあり

ます。 

3一図鑑の表現 
図鑑には写真図鑑と線画又はカラーの絵図

鑑があります。最近は写真図鑑が多く写真の

方がよいと思われがちですが、それぞれ長短

があり（表1)、一概には言えません。てい

ねいに描かれた絵は写真よりも生態表現です

ぐれています。 

4．フィールド用図鑑の選択ポイソト 

フィールド用図鑑の選択は入門用から順に

ステップ・アップしてゆく事をおすすめしま

す（図1)。ただし、専門家向けの図鑑はよ

ほどの事がない限りフィールドで使用する機

会は少なく、通常、ー般向け全国版、フィー 

ルドによっては地方版を携帯すれば充分で

す。植物及び動物についてのフィールド用図 
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表2 フィールド用図鑑の選択ポイソト 

対 象 コ 	メ 	ン 	ト 

草 花 

1．野草と高山植物は普通、別の図鑑。 

2，花の色で索引する図鑑が実用的。 

3. シダ類、イネ科、カャッリグサ科など、特定の対象は、通巻構成の野草図鑑の分冊

使用が便利。 

樹 

:1 ，花は一時期のみのため、春から秋は「葉と樹皮」、冬は「冬芽と樹皮」で索引でき

る図鑑を。 

2，本州用と北海道用は、常緑広葉樹の有無のため別図鑑。 

きのこ 森林の種構成により大きく変わるので、地方版の図鑑の方が実用的。 

チョウ フイ一ルドでの飛行の軌跡、見え方が書かれている図鑑が便利。 

昆 虫 
種類が余りにも多いので、庭・畑、野山などフイールド別に、又はトンボ類、セミ類

など分野別の図鑑が便利。 

鳥 
種数が少ないため全国版の図鑑で識別は充分。ただし、シギ・チドリ類、カモメ類の

見分けは専門図鑑が必要。 

獣 
姿を目撃する事は難しいため、フイールド・サイン（食事跡など）、アニマル。トラ

ック（足跡など）の図鑑が必要。 

鑑を選ぶポイントを表2に示しました。 

5．フィールドに行く前に 
入手したばかりの図鑑をすぐフィールドに

持ち込んでも、どこに何が書いてあるのかわ

からず役立ちません。新しく入手した図鑑は

フィールドに行く前に、少なくとも2時間位

かけて、何がどの順序で書かれてあるのかと

検索の方法について調べて下さい。その後、 

自分なりの記号を使って観察場所にあった

マークをそれぞれの種につけて下さい。私の

場合、フィールドは北海道ですので、樹の図

鑑では本州又は海外から導入されたカラマツ

やストローブマツなどの種については×マー 

クをつけ自生種とすぐ区別ができる様にして

います。 

6．おわりに 
野山を歩くときには、自らの興味と熟練度

に応じ、読みこなし書き込みをしたフィール

ド用図鑑をたずさえ、新しい発見を目指して

下さい。よいフィールド用図鑑との出会い

は、フィールドにおける全く新しい見方を導 

き出してくれます。 	（小荷田行男） 

〈参考〉入門用図鑑 
草花：畔上能力 1987 野草ウォッチング ア

ウトドア・シリーズ125 日本交通公社出版事業
局 東京 

樹：関東で使える入門用図鑑はない。一般用と
して。尼川大録、長田武正 1988 検索入門樹木 
1, 2 保育社 大阪 

チョウ：日高敏隆、藤井恒、海野和男、今森光
彦 1984 フィールド図鑑チョウ 東海大学出版
会 東京 （一般用として使用可） 
昆虫：中山周平 1976 庭・畑の昆虫 一昆虫 
I― 自然観察と生態シリーズ1 小学館 東京

中山周平 1978 野山の昆虫一昆虫IIー 
自然観察と生態シリーズ2 小学館 東京 
けもの：今泉忠明、高崎有起 1986 アニマル

トラック・ハンドプック 自由国民社 
鳥：高野伸二 1983 バードウォッチング 自

然観察シリーズ且 小学館 東京 



イラスト】岩本久則 C事ニ 

県内新記録2種 
日本野鳥の会埼玉県文部野‘局記録委員会 

●シロハラクイナ（ツル目クイナ科） 
	

●コシジロアジサシ（チドリ目力モメ科） 

rBIRDER』 誌（東京都・文一総合出版）本 
	

やはり『BIRDER』 誌の本年8月号48ぺー 

年5月号65ページに、1994年11月23日、埼玉 
	

ジに、1995年5月21日、本庄市利根JIに、群 

県日高市栗坪巾着田天神橋付近で、東京都練 馬県伊勢崎市の小茂田英彦氏が撮影したコシ 

馬区の大谷正光氏が撮影したシロハラクイナ 
	

ジロアジサシ1羽の写真が掲載されたので、 

1羽の写真が掲載されたので、県内鳥類リス 
	

これも県内鳥類リストに記録します。 

トに記録します。 	 コシジロアジサシは、アジサシ類の中では 

シロハラクイナは中国南部・台湾・フィリ 
	

珍しく北方系で、シベリア東部沿岸やアリ 

ピン・インドシナ・インドなどに留鳥として 	ューシャン列島・アラスカ沿岸で繁殖し、冬 

分布。日本では南西諸島で普通に見られ、分 
	

もあまり南下しない分布の狭い鳥です。生息 

布を拡大する傾向にある（中村一恵、1987) 
	

地に由来して、英名はAleutian Ternとい 

そうですが、埼玉県内では今まで確認記録は 
	

い、東日本でまれに観察されていますが、埼 

ありません。 (290種目） 
	

玉県内では今まで記録はありません。 

(291種目） 

WANTED!！フラッグ付きのシギ・チドリ類 
オーストラリア、ニュージーランド、日本

で、シギ。チドリ類にフラッグを付けて、渡

りのルート調査中です。 

フラッグというのは、イラスト右の鳥の左

足についているもの。カラーテープの一端を

旗のように飛び出させた足輪で、通常の足輪

の5倍の発見率があり、色が地域によって決

まっているので、その鳥がどこから渡ってき

たか、その場でも分かります。 

見つけた方は、発見者名・連絡先・観察日

時・場所・種名・数・フラッグの色と位置・

写真の有無・分かれば成幼夏羽冬羽の別など  

を、270-11我孫子市高野山115、山階鳥類研

究所標識研究室、茂田良光（FAX 0471-82-43 

42) 、または、105 港区芝3-1-14日本生命赤

羽橋ビル6階、WW F自然保護室、花輪伸一 

(F駅 03-3769-17 17) まで、郵便または 

FAXで御連絡ください。 

表 フラッグの色の割り当てと主なシギ・チドリの種 

地域 フラッグの色 フラッグ放鳥した王な種 

ビクトリア州 オレンジ 
キョウジョシギ、ウズラシギ、ミュビシギ、コオバシギ、サルハマシ

ギ、 トウネン、ッバメチドリ、オオソリハシシギ、アオ了シシギ 

ウエスタンオーストラリ

ア州北部 
黄 

キョウジョシギ、ウズラシギ、コオバシギ、サルハマシギ、トウネン、 

オバシギ、オオメダイチドリ、メダイチドリ、キアシシギ、キリアイ、 

オオソリハシシギ，オグロシギ、ダイゼン、ソリハシシギ 

クイーンズランド州 緑 
コオバシギ、サルハマシギ、オバシギ、オオソリハシシギ、ホウロク

シギ、チュウシャクシギ、キアシシギ 

ニューサウスウエルズ州 白 メダイチドリ、ムナグロ、7オアシシギ、コアオアシシギ 

ニュージーランド 白 コオバシギ、オオソリハシシギ 

日本 

北海通風蓮湖周辺 青 キアシシギ、 トウネン、ハマシギ、メダイチドリ 

千葉県小植川河口 薄紫・茶・ トウネン、キアシシギ、ソリハシシギ、ハマシギ、メダイチドリ 

.94年まで 
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暦 ／ 

主催 （財）埼玉県県民活動総合センター 

埼玉県視聴覚放送研究団体連絡協議会

後援 埼玉県、NHK浦和放送局ほか

協賛 ソニー、ビクターほか 

応募資格 埼玉県内在住・在勤・通学・活動

している個人。団体 

受付期間 平成8年1月5日～31日 

送り先 362伊奈町小針内宿1600（財）埼玉県 

県民活動総合センター 視聴覚課内「彩の

国 いきいきメディアフェスティバル」ビ

デオ交流祭係、または視聴覚メディア教材

コンクール係 宛。 

問い合わせと応募票請求先 048-728-7111内

線701-705 

［いきいきビデオ交流祭の部］ 

県民活動及び生涯学習の充実を図るために

制作されたビデオ作品（ボランティア団体の

活動をPRする作品、活動への参加を呼びか

ける作品、など）VHS, S-VHS, VHS-C, S-VHS-C, 

8mm, Hi-8で15分以内 

［視聴覚メディア教材コンクールの部］ 

学校教育、社会教育のための視聴覚メディ

ア教材・ビデオ、スライドなど20分以内 

r 
安西英明 バードウォッチング講座

内山春雄 バードカービング講座 

叶内拓哉 野鳥フオト講座 

水谷高英 ワイルドライフアート講座 

多彩な内容で、それぞれ4回から10回の講

座が、第1期から第2期、第3期と、次々開

かれています。 

主催 （財）日本野鳥の会企画事業センター 

受講料 ウォッチング講座の会員10, 000円か 

らカービング講座の会員30, 000円までいろ 

いろ。ほかに2年間有効の登録料3, 000円 

と、消費税、材料費などが必要です。 

問い合わせ電話 03-5701-6400 担当：原田

会場 152目黒区自由が丘2-3-12 自由が丘サ 

ンクスネイチャ13階 

申し込み 同所の2階 日本野鳥の会バード

ショップカウンターまたは電話で（水曜定

休） 

ー 白頭鷲の英名講座。第13回 

サシバ Gray 一 faced Buzzard - Eagle 

いよいよタカの渡りのシーズンです。その

主役はなんといっても数の多いサシバでしょ

う。「サシバ」とはなんと難解な名でしょう。 

おそらくバードウォッチャーでも最初は戸惑

ったことでしょう。一般の人達は恐らく「差

し歯」を連想するでしょう。ワープロでも「さ

しば」を漢字転換すると「差し歯」が一番に出

てきます。 

英名ではGray - faced Buzzard - Eagle、 

即ちGray- faced、 Gray（灰色）の顔をした 

Buzzard- Eagle サシバ属の鳥ということにな

ります。Buzzard と Eagleをばらばらに離し

てしまうと、それぞれノスリとワシになって

しまいますので、Buzzard- Eagle＝サシバ属

としてとらえることがポイントです。本によ

っては Grayと Greyの違いがでてきますが 

Grayはアメリカ式、Greyはイギリス式のスペ

リングです。 

Gray-faced Buzzard-Eagle は余りにも長い

ので、伊良湖岬などの観察の現場では混同の

無いかぎり、省略してGray-faced だけでカウ

ントしているようです。 

「サシバもう10羽！」と言うとき、’'10 more 

Grayーfaced!”で十分判るのです。この省略

はちょうどハシブトガラスを「ブト」、ハシボ

ソガラスを「ボソ」と言うようなものです。 

最近、文一総合出版よりでた「日本のワシタ

カ類」ではサシバをGrey-Faced Buzzardと

しており、Buzzard- Eagleの扱いをしており

ません。著者の意向の中にBuzzard （ノスリ） 

の一種としてのウエイトが大きかったのでし

ょうか。機会があったら質してみたいもので

す。 

10月は大いにGray-faced Buzzard-Eagle 

を求めて空を見上げましょう。 
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ミ~ 

ョシゴイ ◇7月22日、大宮市深作の深作川

遊水池で若鳥1羽（玉井正晴）。◇ 8月 

13日、浦和市塚本の大久保農耕地B地区奥

のアシ原で老若男女多数がウロウロ（海老

原美夫）。 

タマシギ ◇7月22日、大宮市深作の休耕田

で早I羽（玉井正晴）。 

ムナグロ ◇7月30日、蓮田市黒浜沼南側の

田んぼで若鳥1羽（中島康夫）。◇8月 

13日、大宮市島根で6羽（海老原美夫）。 

クサシギ ◇8月13日、戸田市重瀬彩湖ほと

りの水たまりで1羽（海老原美夫）。 

アカゲラ ◇8月11日、大滝村の三峰神社で

早 1羽（上野恵美子）。 

ヒョドリ ◇8月23日、川口市の自宅前の電

線にとまっているセミをさっとくわえて、 

口をバクバクッとさせながら、あんなに大

きいのをあっという間に食べてしまいまし

た（赤い実とリンゴが好きなのだと思って

いましたが・・・）。途中、口から一度落とし

てしまいましたが、すぐ空中でサッと受け、 

（第12回リーダー研修会より） 

くわえ直したのには感心しました。セミの

羽根が一枚下に落ちていたのがあわれでし

た（出戸真佐子）。 

ヤマガラ ◇8月11日、大滝村の三峰神社で 

1羽（上野英士郎）。 

ゴジュウカラ ◇8月11日、大滝村の妙法ケ

岳付近で1羽。幹にそって上に下に歩いて

いました（上野越郎）。 

キバシリ ◇8月11日、大滝村の三峰神社で 

1羽（上野倫郎）。 

ウソ ◇8月11日、大滝村の三峰神社でカラ

類混群中によ 1羽（上野越郎）。 

コムクドリ ◇8月31日、JR武蔵野線東浦

和駅近くのアパート 5階の目の前の電線上

のムクドリ18羽の群れの中に早 1羽（新堂

克浩）。 

懸灘難野鵬情報峯送っでくださiいコ“欝灘、 

野鳥情報のページは、会員の皆さんから送

られてくる情報によって成り立っています。 

常連さんも新人さんもどんどんお寄せくださ

い。希少種に限らず、その場所では珍しいも

のやその時期には珍しいもの、あるいは、珍

しくはないけれども季節感にあふれた情報 

（初認等）やちょっと変わった行動など、いろ

いろな情報をお待ちしています。明らかに間

違いと思われるものは別にして、原則として

お寄せ頂いた情報はそのまま掲載します。た

だし、ご本人が確信がもてない場合や、珍し

い種類で、その裏付けがはっきりしないとき

などは 1?J マークをつけさせてもらうことも

あります。珍しい種類の場合は、できるだけ

写真や観察結果なども一緒にお送りください。 

野鳥情報は、はがき、手紙、ファックスな

どでお寄せいただくと助かります。ボランテ

ィアの手数を減らすことにご協力ください。 

ママせ 
マ，ママ 

 

表紙の写真 

 

『気ままにバードウォッチング」掲載作品 ― 

  

ヤマセミ（力ワセミ科） 

5月の初旬、高麗川でヤマセミの求愛給餌を

観察した。6月には幼鳥に会えると期待し

て、再びその地を訪れた。親鳥だけだった。 

巣穴を作ったが、最初の巣は放棄し、2回
目、3回目は、それぞれ開発のために破壊さ 

れたとのこと。残念I! 

人家に近い場所での生息の困難さを目の当

たりにして、来年は、さ来年はと、その生息

環境の悪化に思いを馳せ、何もできない己に

自問自答した。 小出 博（鶴ケ島市） 



呼 IlI 	 翻 

期日：10月8日（日） 

集合：午前9時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:11発、または寄居 

9:03発に乗車 

担当：菱沼（一）、森本、小池、田口、菱沼 

（洋）、斎藤、中島（章）、和田、石

井（博） 

見どころ：この月が一番にぎやかでおもしろ

い時期かも。昨年はヒタキ三兄弟に、 

ノビタキ、ツツドリ、ハヤブサ、ウズ

ラと多彩でした。頑張るおじさんたち

のバードソンチームが合流します。 

匿〒目i ’や描1‘皿胆”1'I、‘軸’'” 	 圏 

期日：10月8日（日） 

集合：午後2時 浦和市立郷土博物館前 

交通：北浦和駅東口から「市立病院」行きバ

スで終点下車 

担当：福井、中島（康） 

見どころ【疲れたおじさんたちの慰労をかね

た打ち上げ探鳥会です。クイズ大会 

（賞品あり）やオークションも開催し

ます。賞品となるご不要の品々寄贈熱

烈大歓迎！乞願当日持参。 

随j塑‘”ュ 
期日：10月10日（火。祝） 

集合：午前9時10分 東武日光線柳生駅前

交通：JR宇都宮線大宮8:01→栗橋8:30、東武

日光線乗換8:52→柳生9:02 

特別な場合を除いて予約申し込みの必要は

ありません。初めての方も、青い腕章をした

担当者に遠慮なく声をおかけください。私達

もあなたを探していますので、ご心配なく。 

参加費は一般100円。会員と中学生以下50 

円。持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ

袋、もしあれば双眼鏡など。解散時刻は、特

に記載のない場合、正午から午後1時頃。小

雨決行です。 

自然保護のため、できるだけ電車バスなど

をご利用のうえ、指定の集合場所までおいで

ください。 

解散：午後2時ごろ 

担当・中島（康）、五十嵐、入山、篠原 

（五）、内田 

見どころ：体育の日にちなんで遊水地の中を

約8 Kin歩く、ウォーキング探鳥会！天

空にミサゴやチュウヒ、草原にノビタ

キなどを探します。お弁当、水筒など

をお忘れなく。 

「」 与 

期日：10月協日（日） 

集合：午前8時15分 京浜東北線北浦和駅東 

口（集合後、バスで現地へ）または、 

午前9時、浦和市立郷土博物館前

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見、福井、渡辺（周）、手塚、笠原、 

伊藤、若林、岡部、倉林、嶋田、兼元 

見どころ：1週前のバードソン1995のゴール

となった三室、その余韻と熱気のため

か鳥鳥．止のオンパレード！嘘か真か、 

みんなおじさん達の責任さ！ 

ドロ 	二ー。」 

期日：10月21日（土）~22日（日） 

定員に達しましたので締切りました。 

匿 一造1F,..響 習 
期日【 10月22日（日） 

集合：午前8時45分 JR宇都宮線蓮田駅東口 

バス停前、集合後バスで現地へ 

担当：中島（康）、吉安、浅田、入山、玉 

翻 
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井、中村（栄） 

見どころ：いつまでも守って行きたい黒浜沼

の環境。特別に遠出はしなくても身近

にある探鳥地です。冬鳥達が来ていま

す。シメ・ツグミ・ジョウビタキ、田

圃にシギ・チドリ・サギの仲間、沼に

はカモの仲問と、楽しい探鳥会になり

ますョ。 

綴繊鷲”群ブ響難コ二；灘斌う『二 

とき：10月28日（土）午後1時～2時ごろ

会場：支部事務局108号室 

とき：10月28日（土）午後2時ごろ～5時

会場：「しらこばと」袋づめの会と同じ。 

ら日部市1・、内牧公園‘ '（三’会 

期日：10月29日（日） 

集合：午前8時15分 東武伊勢崎線春日部駅

西口、東武バス1番バス停前（集合後

バスで現地へ。8:28発→東光園下車） 

または、午前9時15分 アスレチック

公園前駐車場 

担当：石川、篠原（東）、吉安、入山、橋

口、中村（栄） 

見どころ：そろそろ冬鳥達も里にくる頃。都

会に近い公園だけど、まだまだ残る雑

木林をゆっくり散策しながらカラ類な

どの小鳥達を観察しましょう。 

臓爾需二准きたま百墳公国埋皇劃 
期日：10月29日（日） 

集合：午前9時30分 県立さきたま資料館前

レストハウス 

交通：JR高崎線吹上駅北口より、東武バス、 

行田車庫（佐間経由）行き8:55発に乗

車、 「産業道路」下車 徒歩15分 

担当：内藤、岡安、榎本、石井（博）、和

田、吉原、立岩 

見どころ：日に日に深まる秋に古墳の池も力

モ達で賑わいを見せています。前玉神

社の雑木林や墳丘の樹林に姿を見せる

冬の小鳥達を観察します。意外な鳥の 

出現でおどろかされるさきたま古墳で

す。さあ全員集合！ 

期日 10月29日（日） 

集合 午前9時 JR川越線西川越駅前 

交通 JR川越線大宮8:34発に乗車、JI腿乗換

担当 佐久間、長谷部、石井（幸）、三田、 

池永、小野、山本、藤掛、中村（祐） 

見どころ：秋も深まった入間川に、ススキの 

穂波とお化粧直しのカモ達を見ながら

ゆっくり歩きます。定番の力ワセミは

もちろん、オオジュリソもいてくれる

かな。楽しみ方いろいろですョ。 

隣尾毒誠丸山公風探鳥会~ 
期日：11月3日（金・祝） 

集合】午前7時30分 丸山公園北口駐車場

交通：JR高崎線上尾駅西口4番バス乗場よ 

り、西上尾車庫（畔吉経由）7:07発に 

乗車、「前原」下車 徒歩10分 

解散：午前11時ごろ 

担当：乗田、吉原、阿久沢、浅見、丹、永野 

（安）、永野（京）、川那部、宇原 

見どころ：また秋の早朝探鳥会が巡ってきま

した。今年も冬鳥達との再会が楽しみ

です。公園の朝は空気がうまい。さあ

早起きして連休ごろ寝にサョウナラ。 

麟鷺議綴灘議藤言蕪響 
期日：11月3日（金・祝） 

集合：午前9時 東武東上線柳瀬'I駅前 

担当：佐久問、石井（幸）、下川、村上、中

村（治）、中村（祐）、神場、遠藤、志

村 

見どころ：いつまでも飛来してほしい田園の

貴公子タゲリ、今年もきっと来てくれ

ます。この願いを込めて歩きます。都

市化したけど自然はまだ残っていま

す。 

讃〔こ盤熟 
期日：n月4日（土）-.5日（日） 

集合：午前10時 JR長野駅改札口前、または 

期日

集合

交通

担当 



午前11時、JR大糸線白馬駅改札口前、 

集合後両駅とも現地までバス送迎。 

費用：10, 000円の予定（1泊3食、参加費、 

保険料など）。ほかに集合駅までの交

通費は各自負担。 

定員：20名（先着順、当支部会員優先） 

申し込み：焦巷携責に住所、氏名、年齢、性 

別、電話番号、集合駅を明記の上、町 

田好一郎 

上 1ノまで。参加決定者には詳しい案内

を送付致します。 

担当：町田、岡安、小池、兼元、内藤 

見どころ：冬の訪れ間近の白馬連峰。猿倉林

道や落倉自然園の散策、山小屋『にほ

めの一歩』からの観察もグー。アフ

ターは鳥談義、ビデオ観賞も良し、さ

らに秘湯訪問と多彩。出演鳥はアト

リ・マミチャジナイ。マヒワ・カヤク

グリ等とこれまたご機嫌ですぞ。 

注意：宿泊は男女別の相部屋です。個室のご

用意はできません。 

断木叩” H1 

期日】11月11日（土） 

集合：東武日光駅前（詳細は参加者に通知） 

定員：20名（支部会員・初心者の方優先） 

申し込み：往復葉書に住所・氏名・電話番号

明記の上、中島康夫（ 

まで。 

解散：午後3時ごろ、現地にて 

担当・中島（康）、松井、福井 

見どころ：葉が散って静けさを取りもどした

戦場ケ原、赤沼から湯滝へと約5Km歩き

ます。ゴジュウカラ、キバシリ、力ワ

ガラス、キツツキの仲間を探します。 

既糧駐二焦！一 L一 り一Iー『ー‘  ！ミ錘翻 
期日：n月25日（土）~26日（日） 

集合：午前7時 JR大宮駅新幹線改札口前集

合後、新幹線利用にて新潟へ 

費用：12, 000円の予定（宿泊費、懇親会費、 

現地での交通費、保険料など）。ほか

に現地迄の交通費は各自負担 

定員【 15名（先着順・当支部会員優先） 

申し込み：露裳薯責に住所、氏名、年齢、性 

別、電話番号を明記の上、中島康夫 

参 

加者には詳細の案内を送付致します。 

担当：中島（康）、楠見 

見どころ：ヒシクイやオオハクチョウが集う

湖沼を巡ります。冬の荒海が眼前に広

がる宿からの海鳥の観察。越の国なら

ではの海の幸、山の幸も盛り沢山！ 

注意：宿泊は男女別の相部屋です。個室のご

用意はできません。 
乏多ノフ 乞％フ乞％%I多乃そ了ノフLノを了そ3そ-7 	亥フノつ乃及了 

行事あんないの力ット 

渡辺 敦（名古屋市） 

さぼってました行事案内のカット、ようや

く新作が完成しましたので送ります。編集子 

から「元気かどうか不安 	」とお葉書をい 

ただきましたが、大丈夫です。ただ暑さが少

しきつかっただけです。でも暑かったです

ね、名古屋は37度以下（最高気温）になった

日が8月では 1日間だけでした。熱帯夜は30 

日以上、ウーン、バテました 

さて、カットですが「秋はタ暮」なんて感

じで考えてみました。赤トンボを晩メシにし 

ようとモズが尾羽でクルクルと 	果たして 

彼は食事にありつけたでしょうか。 

ではまた 次号まで・・・ 

追伸：来月からちゃんと描きます。 （ 	あ 

まり本気にしないで下さい。ほら昔から便り

がないのは良い知らせって。） 

初めてカササギ准見ました 

ひちろんカサはさしひぱせん・I 

押川歳子（福岡市） 
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カワウ カルガモ キジ バン キジバト カッ

コウ コゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ ハ

クセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ

ウグイス オオョシキリ セッカ シジュウカラ

メジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクド

リ オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(26種）梅雨の合間の探鳥会だったが、カルガモ

の親子連れも何組か見られて全貝感激。今年は、 

見沼たんぼで」ま、ウグイスがよく出現。きれいな

噂りを聞かせてくれる。この日も電線に止まって 

大サービスしてくれた。 	 （楠見邦博） 

カイツブリ コサギ マガモ カルガモ コジュ

ケイ キジ バン イカルチドリ キジバト カ

ワセミ コゲラ ツバメ コシアカツバメ イワ

ツバメ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキ

レイ ヒョドリ モズ ウグイス セッカ シジ

ュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ スズ

メ ムクドリ オナガ ハシボソガラス ハシブ

トガラス（30種）スタートしてすぐに居残り組の

マガモが上空を飛び、まだいたの？と唖然。子育

ての時季なのか餌を巣に運ぶ鳥の姿が多く見られ

る。川が増水していて、コース途中の城山橋下の

道が通れず、全貝川から離れて回り道。期待のヤ

マセミは姿を見せず、ザンネン。 （石井幸男） 

アオバズク（I種）バスに乗って、ひっそりとし

た神社を訪ねる。早く着いたので暑い日差しの中

で、荒川の流れを見たり、トンボやチョウを追っ

てみたり。タ暮れが近づき、鳥仲間が三々五々集

まってくる。1羽のアオバズクを中心として、こ

んなに話力汚単み、瞳を輝かす、楽しい集いが有る

って不思議。アオバズクが今年も無事子育てをし

て，来年も帰ってくることを祈る。 （楠見邦博） 

』：ミ,吐堪宣i& 

トビ キジバト カッコウ ョタカ アマツバメ

アカゲラ コゲラ イワツバメ キセキレイ ビ

ンズイ ヒョドリ ミソサザイ カヤクグリ コ

ルリ ルリビタキ ウグイス メボソムシクイ

センダイムシクイ キクイタダキ キビタキ エ

ナガ コガラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ

ゴジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ

ウソ ムクドリ カケス オナガ ホシガラス

ハシブトガラス（35種）大宮母には雨。河口湖、 

スバルラインと高度を上げるにつれて、時々薄日

がさす天気に回復。ガレ場では全員がカモシカを

観察。奥庭荘の水場はやや淋しかったが、ホシガ

ラス、ルリビタキ、キクイタダキ、ウソ、メボソ

ムシクイなどの常連が出現。夜の懇親会も賑やか

にすんで、 2日目は、船津胎内のフィールドミュ 

ージアムで解散。バス停への移動中コルリが出現

して締めくくってくれた。 

荒木恒夫、石井幸男、岩上照代、江波功、海老原

教子、海老原美夫、尾崎甲四郎、門谷直樹、北川

慎一、倉彬宍太郎、佐藤信治、篠原東彦、中村業

男、松元達夫、安原久子、谷津弘子、渡辺喜八郎 

ぐ ,．嘱

カイツブリ カワウ ゴイサギ ササゴイ ダイ

サギ コサギ カルガモ コジュケイ キジ バ

ン イソシギ キジバト カッコウ アマツバメ

コゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ セグロセ

キレイ ヒョドリ モズ ウグイス オオョシキ

リ セッカ シジュウカラ ホオジロ カワラヒ

ワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（32種）梅雨だが、まずまずの好 

一
一
一
」
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天。その代わり、どっと汗が吹き出す。参加者を

待っているとハヤブサが上空を飛ぶが、開始前で

参考記録0 土手に上がると、電線でホオジロが嘆

っていた。梢で餌を探すのに一生懸命なコゲラも

ゆっくり観察。土手にはヤブカンゾウとアザミが

咲きそろい、時折風にゆれる。畑でオスのキジの

姿を久しぶりに見た。明戸堰は増水していたが、 

お目当てのササゴイがゴイサギと 緒にいて、識 

別の勉強ができた。 	 （菱沼一充） 

膚1でて7戸日Ill西汁ロ、 、，首m〒f〒 

、」 一、そ1些にごsノう二“ ゾ×ソミ、二 
カイツブリ カワウ カルガモ アオサギ コ

ュケイ キジ バン キジバト カッコウ コゲ

ラ ツバメ イワツバメ ハクセキレイ ヒョド

リ モズ ウグイス オオョシキリ シジュウカ

ラ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ

オナガ ハシボソガラス ハシプトガラス（25種） 

先月に続いてウグイスが姿を見せ、噂りを聞かせ

てくれた。パソコンネットワークのニフティーサ 

ーブの鳥仲間が、神奈川、東京、千葉からやって

きた。鳥はスタンダードだが、見沼たんぼの緑の

空間が、人々を弓は寄せるようだ。バードソンの

おじさんたちがPRのためにやってきた。今年の

バードソンは期待できそうだ。 （楠見邦博） 

(月23Iョ（日） 狭山市 丸湿 

参加二 24人 夫気；晴

ゴイサギ ササゴイ チュウサギ コサギ カル

ガモ イソシギ キジバト ツバメ イワツバメ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ コョシキリ セッカ シジュウカラ ホ

オジロ カワラヒワ イカル スズメ ムクドリ

オナガ ハシボソガラス（23種）暑い！いきなり

やってきた真夏に体がついていかない。予想どお

り鳥は少なく、汗をふきふき鳥探し。所々に咲く

ヤブカンゾウに暑さを忘れる。ほんの一瞬。木陰

で休むゴイサギの若鳥数羽を見つけた。鳥だって

暑いだろうな。ササゴイの魚取りを見ていると、 

思わず川に飛び込んでしまいそう。 （長谷部謙二） 

鮮厩嬉霧E） 『しらこはと』袋魂かのぎ”1、 

（、一 一重！曹堕二！亨三1！ど1トー 
荒木恒夫、石井幸男、岩上照代、岩波勇一、内田

孝男、内田竜太、海老原教子、海老原美夫、大坂

幸男、尾崎甲四郎、倉林宗太郎、佐久間博文、佐 

藤信治、篠原東彦、中村策男、藤掛保司、藤野富

代、松井昭吾、水嶋滋、谷津弘子、渡辺喜八郎 

%Bj弓IJ図二（日） 熊谷市 丸孫甘 

熱旦一三．ききさと．、％“ー二蒸級舞墜」糾哨

カイツブリ カワウ ゴイサギ ササゴイ ダイ

サギ コサギ アオサギ カルガモ トビ チョ

ウゲンボウ コジュケイ キジ バン イカルチ

ドリ ムナグロ キアシシギ イソシギ キジバ

ト カッコウ カワセミ コゲラ ヒバリ ツバ

メ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ

セッカ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクド

リ ハシボソガラス ハシブトガラス（33種）ゴ

ルフ場の芝生の上でヒバリとムクドリが採餌して

いる。ムクドリは幼鳥が多く、なんとなくほほえ

ましい。日差しの暑さを避けて林に入ると、ハグ

ロトンボがゆらゆらと飛んでいた。明戸堰は水が

少なくなって、多くの鳥たちが集まっていた。サ

ギは5種、秋の渡りの先陣のキアシシギ、ムナグ

ロもいて、参加した人も報われた。 （菱沼一充） 

26日く務玉一Fじちこはと』畿づめの 

～一一 一一に7ドプ「猛三蓋Iン避J、二一一二一一 

荒木恒夫、有山智樹、石井幸男、岩上照代、岩波 

勇一、江波功、海老原教子、海老原美夫、大坂幸 

男、尾崎甲四郎、兼元義裕、河辺昌治、佐久間博 

文、桜庭勇、篠原東彦、新堂克浩、墨江光子、高 

松格、中島康夫、藤野富代、安原久子、谷津弘子、 

渡辺喜八郎 

ず琴FI●日（土）％選発護」 

曳一一 裂」！9」熱×ン 
ダイサギ コサギ アオサギ カルガモ オナガ

ガモ スズガモ コチドリ シロチドリ メダイ

チドリ オオメダイチドリ ムナグロ ダイゼン

キョウジョシギ トウネン ハマシギ オバシギ

ミユビシギ エリマキシギ キリアイ アオアシ

シギ キアシシギ イソシギ ソリハシシギ オ

グロシギ オオソリハシシギ ダイシャクシギ

ホウロクシギチュウシャクシギセイタカシギ

ウミネコ コアジサシ キジバト ツバメ ハク

セキレイ ヒョドリ セッカ メジロ スズメ

ムクドリ オナガ ハシボソガラス（41種）シギ 

・チドリだけで23種！残暑の中での秋の渡り。埋

立に反対しなければ、住宅地になっていた谷津干

潟です。 

ダイ 

チョ 
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熱機‘織i」 

●バードソン黒田会長チームもよろしく 

いよいよ本番バードソン。支部公式チーム 

「リブラン・リフレッシュ彩のくに」を応援

してください。 （詳しくは9月号） 

毎年恒例黒田会長の特別チームも参加しま

す。支部からは海老原副支部長が出向く予定

ですが、どなたでも参加できます。どうぞ気

軽にお出かけください。 

集合 10月8日（日）午前9時 明治神宮南

参道鳥居下（原宿駅の側です。代々木駅の

方ではありませんので、ご注意ください。 

原宿駅表参道方面出口または地下鉄千代田

線明治神宮前駅から徒歩1分） 

予定 9時30分にバードソン開始、12時終了

解散。希望者はJRを利用して南平台の本

部事務局に移動して午後2時まで昼食・休

憩。その後バスを利用して自由が丘のバー 

ドショップもご案内。 

参加者 黒田長久会長、本部スタッフ、関東

ブロック各支部の代表者と会員たち 

O住所の変更などの手続きは 

当支部の会員名簿は、すべて本部のコンピ

ューターに登録して整理しています。毎月お

送りしている『しらこばと』の宛名ラベルも

本部のコンピューターでプリントアウトして

います。ですから、住所の変更などは、本部

の会員室の方にご連絡ください。支部事務局

へのご連絡は必要ありません。 

（財）日本野鳥の会会員室（150 渋谷区南

平台15-8 ウッディ南平台ビル2階 直通電

話03-3463-8842) 

なお、5月から6月にかけて本部会員室ス

タッフの異動。退職・事故による休職などが

あいつぎ、事務処理の遅れやミス、電話応対

の不手際などが続きましたが、ようやくスタ

ッフの補充も進んだので、今後は迅速で安定

した対応を目指したいと、おわびの手紙が届

きました。支部の担当者も本部に行き、電話

応対などについての確認、宛名ラベルミスの

コンピューター点検などをすませました。  

‘ナショナル ジオグラフィック 写真展 

11月8日（水）~14日（火）、高島屋大宮

店（048-643-1111）で開かれます。 

入場料ー般 500円、大・高生 400円、中・

小生 300円（消費税込み）のところ、無料で

入場できる特別招待券を、探鳥会などでただ

いま配布しています。 

圃10月の土曜日当番（2時～6時） 

7日 中島康夫 楠見邦博（普及部会議） 

14日 山部直喜 海老原美夫（編集会議） 

21日 藤原佳子 町田好一郎（校正の日） 

28日 袋づめの会（1時から） 

●会員数は 

9月 1日現在 2,692人です。 

7月31日 バードソン葉書同封につき、3種

郵便物発送条件を郵便局と打ち合わせ（事

務局）。 

8月5日 普及部会議（行事予定など）。 

8月12日 パネル展会場について、アズ熊谷

と打ち合わせ（事務局）。 

8月12日 9月号編集作業。 

8月19日 9月号校正（海老原美夫、工藤洋

三、新堂克浩、中村禁男）。 

8月20日 役員会議（司会：岡安征也、各部

の報告・支部探鳥会規定改正案・パネル展

と探鳥会予定・リーダー研修会実施内容・

その他）。 

鷲難ミ 

先日長瀞で遊んでいたとき、 「早く来て！」 

という妻の叫び声。驚いて駆けつけると、イ

ソシギが手の中にいて、その足には大きな重

りの付いた釣り糸の針が刺さっていました。 

急いで外してやりましたが、釣り糸を捨てて

いった釣り人のマナーの悪さには怒りを感じ

ました。 
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